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Ⅰ はじめに   

 

１ 目的 

  このマニュアルは、鳥取ＤＭＡＴ運営要綱（以下「ＤＭＡＴ運営要綱」という。）及

び鳥取ＤＭＡＴ運用計画に基づき実施する災害派遣医療チーム（以下「鳥取ＤＭＡＴ」

という。）に関して、出動要請等に係る具体的な手順等を定め円滑な運用を図ることを

目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 関係機関 

（１）鳥取ＤＭＡＴ指定病院                資料１のとおり 

（２）県関係機関                     資料２のとおり 

（３）消防機関                      資料３のとおり 

（４）医療関係機関                    資料４のとおり 

  

３ ＤＭＡＴの概要 

（１）ＤＭＡＴ 

ＤＭＡＴは、大災害などが起こった場合にいち早く現地に駆けつけて緊急治療を

施す医療チームで、災害発生後の概ね 48 時間以内の初期段階における急性期の医療

救護活動を行う。 

＜参考＞DMAT は 1984 年にアメリカで医師と看護師によって組織されたもので、 

Disaster Medical Assistance Team の頭文字。  

＜本マニュアルの構成＞ 

○ 鳥取ＤＭＡＴ指定病院の指定等 

鳥取ＤＭＡＴ指定（予定）病院が行う指定手続き及び隊員名簿の報告について記載。 

○ 鳥取ＤＭＡＴの標準的運用体制 

鳥取ＤＭＡＴの待機、出動、活動の標準的な運用を記載。 

○ 局所集団災害時における初期対応 

特に「県内の局所集団災害時」の際に、消防機関等からの派遣依頼を契機とした迅速

な対応をとるための派遣要請方法、出動方法等について記載。 

○ 具体的な手順について「手順書」に記載。 

＜ＤＭＡＴ運用にあたって関係機関が留意すべき基本的事項＞ 

① ＤＭＡＴは、災害発生時における鳥取ＤＭＡＴ指定病院の状況によっては必ずし

も直ちに出動ができない場合もあり得ることから、その状況を勘案して派遣され

るものである。 

② 災害時に被災地において緊急治療などの災害医療活動をできるだけ迅速に行う

ことが死亡や後遺症の減少につながることが期待されるものであり、関係機関と

ＤＭＡＴは連携し活動を行うよう努めるものである。 
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（２）チーム編成 

鳥取ＤＭＡＴは、医師・看護師・業務調整員等により、原則 1 チーム 5 名の編成

で活動を行う。（例：医師 1 名、看護師 2 名、薬剤師 1 名、業務調整員 1 名） 

※日本 DMAT 活動要領の規定 

1 隊の構成は、医師１名、看護師 2 名、業務調整員 1 名の 4 名を基本とする。 

 

（３）ユニフォーム 

被災地等において他の関係機関がＤＭＡＴであること及び医師、看護師等の職種

が判別できるよう、ＤＭＡＴはユニフォームに以下のワッペンによる表示を付して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジ ャ ケ ッ ト へ の ワ ッ ペ ン 貼 り 付 け 例

前 面 背 面

県 名

医 　 師

D  o  c  t  o  r

県 名 厚 生 　 太 郎

○ ○ 県 立 市 民 病 院
医 　 師
D oc to r

反 射 テ ー プ

鳥取○○病院

　病院名を表示する。
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（４）ＤＭＡＴの標準的装備等 

ＤＭＡＴの標準的な装備等は、概ね次のとおりである。 

① 携行医療資機材、医薬品 

ア）携行医療資機材は、別紙１を参考に整備する。 

イ）医薬品は、別紙２を参考に整備する。 

② その他の装備 

ア）安全装備 

   災害現場等において自身を保護するため、必要に応じ安全装備品を装着する。 

  【安全装備】 

   ヘルメット、ゴーグル、防塵マスク、ひじ当て、すね当て、手袋、安全靴 

イ）通信機器 

     派遣先において、自己所属医療機関及び災害対策本部等との連絡体制、活動中に

おける隊員相互の連絡体制を確立するため、通信機器を装備する。 

   【通信機器】 

    衛星携帯電話 1 台／1 チーム 、 トランシーバー 1 台／隊員 

 

※その他の装備等標準資器材は、別紙３を参考に整備する。 

 

 

４ 鳥取ＤＭＡＴ指定病院 

○ 鳥取県立中央病院    （基幹災害拠点病院：全圏域） 

○ 鳥取赤十字病院     （地域災害拠点病院：東部医療圏域）  

○ 鳥取県立厚生病院    （地域災害拠点病院：中部医療圏域）  

○ 鳥取大学医学部附属病院 （地域災害拠点病院：西部医療圏域）  
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Ⅱ 鳥取ＤＭＡＴ指定病院の指定等    

 

１ 鳥取ＤＭＡＴ指定病院の指定 

（１）病院からの申し出 

県内病院がＤＭＡＴ運営要綱第３条に基づき指定を希望する場合は、要件を満た

すことを記載した当該病院の長から知事あての書面を県医療政策課に提出する。 

（様式第１号、様式第１号別紙を添付。） 

 

（２）鳥取ＤＭＡＴ指定病院の指定 

県は、鳥取ＤＭＡＴ指定病院の指定を決定したときは、当該病院の長あてに書面

により通知するとともに、関係機関に対してその旨通知する。（様式第２号） 

      鳥取 DMAT 指定医療機関の指定更新は 5 年ごとに更新する。 

 

２ ＤＭＡＴ隊員名簿の報告 

（１） 鳥取ＤＭＡＴ隊員の登録にあたり受講が必要な研修 

ＤＭＡＴ運営要綱第４項に定める研修は、厚生労働省が実施する災害派遣医療チ

ーム（ＤＭＡＴ）研修（以下「ＤＭＡＴ研修」という。）又は、鳥取県が主催する鳥

取 DMAT 養成研修とする。 

 

（２） 指定時の報告及び定期報告（毎年 4 月 1 日現在） 

鳥取ＤＭＡＴ指定病院は、鳥取ＤＭＡＴ指定病院の指定を受ける際、並びに毎年

4 月 1 日現在の当該病院における鳥取ＤＭＡＴ隊員として登録する職員を決定した

際は、県に対し速やかに報告を行う。（様式第３号及び様式第４号、様式第７号） 

 

（３） 変更の報告 

鳥取ＤＭＡＴ指定病院は、鳥取ＤＭＡＴ隊員名簿に変更があった場合は、変更箇

所及び変更後の鳥取ＤＭＡＴ隊員名簿を３０日以内に県医療政策課に登録する隊員

の報告を行う。（様式第８号） 

 

（４） その他 

鳥取ＤＭＡＴは、鳥取ＤＭＡＴ指定病院に所属しているＤＭＡＴ研修を受講した

ＤＭＡＴ登録者により構成されることを基本とする。 

鳥取ＤＭＡＴ指定病院においては、訓練、研修等により鳥取ＤＭＡＴ隊員に必要

な知識の習熟が図られるよう努めること。 
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Ⅲ 鳥取ＤＭＡＴの標準的運用体制 

 

１ 待機 

   鳥取ＤＭＡＴの待機は、出動することを前提とした体制確保であり、大規模地震等

による広域災害発生に伴う自動待機及び県からの要請に基づく待機がある。 

   待機は、県内の運用可能な鳥取ＤＭＡＴを組織的かつ効率的に活用するための初

期体制である。 

   鳥取ＤＭＡＴ及び鳥取ＤＭＡＴ指定病院は、待機の状態においては、出動の準備を

行うとともに、災害の情報収集に努めること。 

 

（１） 鳥取ＤＭＡＴ待機要請の手順 

鳥取ＤＭＡＴ待機要請の手順   手順書１のとおり 

 

（２） 待機の方法 

鳥取ＤＭＡＴ隊員は、待機の必要があるときは、所属する鳥取ＤＭＡＴ指定病院

に参集する。 

ただし、鳥取ＤＭＡＴ指定病院の長がその必要がないと認めたときは、自宅待機

とすることができるが、必要に応じ直ちに参集できる体制とすること。 

 

（３） 出動準備 

鳥取ＤＭＡＴ指定病院は、鳥取ＤＭＡＴの待機を開始したときは、鳥取ＤＭＡＴ

出動のための体制を整える。 

① 移動手段の確保 

② 装備品の確認 

③ 鳥取ＤＭＡＴ派遣に伴う本部機能（当該鳥取ＤＭＡＴ指定病院内）の立ち上げ

準備 

 

  注）以下手順書において、県保健医療福祉対策本部(医療政策課)が設置されていない

場合は、「県保健医療福祉対策本部」の後に括弧書きで記載されている課に読み

替える。 
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手順書１  ＤＭＡＴ待機要請手順 

 

 ＤＭＡＴの待機について 

  鳥取 DMAT の待機については、以下の場合がある。 

１ 鳥取県災害対策本部内の県保健医療福祉対策本部（県医療政策課）からの待機要請 

（１）広域災害発生時  

① 鳥取ＤＭＡＴ出動が必要になると予測される場合 

② 鳥取ＤＭＡＴの補充、交代が必要になると予測される場合 

（２）県内局所集団災害時 

① 鳥取ＤＭＡＴの補充、交代が必要になると予測される場合 

２ 日本 DMAT 活動要領に基づく自動待機 

（１）東京 23 区で震度 5 強以上の地震が発生した場合 

（２）その他の地域で震度 6 弱以上の地震が発生した場合 

（３）津波警報(大津波)が発生した場合 

（４）東海地震注意情報が発表された場合 

（５）大規模な航空機墜落事故が発生した場合 

３ 鳥取 DMAT 運営要綱のみに基づく自動待機 

（１）鳥取県内で震度５弱以上の地震が発生した場合 

（２）鳥取ＤＭＡＴの出動を要すると判断するような災害が発生した場合 

 

 

 

 

 

【手順１】  

（１）【県内】で上記１又は３に係る災害が発生した場合 

〔県危機管理局 ⇨ 県医療政策課〕 

県内における上記１又は３に係る災害発生情報は県防災局が入手し、その情報を県医療政策課

に電話で連絡する。 

   ※３（２）に係る災害が発生した場合で、県医療政策課が先に情報を入手した際には県危機管

理局に電話で連絡する。 

    ※県医療政策課の連絡先は、資料２のとおり。 

（２）【県外】で上記２又は３（２）に係る災害等が発生した場合 

〔県医療政策課 ⇨ 県危機管理局〕 

   県外における上記２又は３（２）に係る災害発生情報は県医療政策課が入手し、その情報を危 

機管理局に電話で連絡する。 

※【県外】発生の場合は、医療政策課が「広域災害救急医療情報システム」（EMIS）等により

災害発生情報（日本 DMAT 活動要領に基づく自動待機をする災害等）を入手する。 

   ※【県外】発生の場合で、県危機管理局が先に情報を入手した際には、県医療政策課に電話連絡。 

 以下に定める手順については、通信（電話、FAX、メール等）が機能する条件の基に定めている。 

 県内大規模災害時など通信機能に障害がある場合は、衛星携帯電話を活用する等により、できる限り

手順に準じた形で対応することとする。 
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【手順２】 〔県保健医療福祉対策本部 (県医療政策課) 

 ⇨ 鳥取 DMAT 指定病院、県危機管理局〕 

（１）待機を要請する鳥取 DMAT 指定病院へ「鳥取 DMAT 待機要請書」（様式第 1３

号）をＦＡＸ送信 

    ※ 鳥取ＤＭＡＴ指定病院の連絡先は、資料１のとおり 

（２）併せて、電話により鳥取 DMAT の待機を要請 

    ※ 災害時の概要（発生場所、災害の種別）を説明 

（３）県危機管理局に電話で連絡 

（４）災害時医療関係者に状況報告（鳥取 DMAT 関係機関連絡先一覧を活用） 

 

【手順３】 〔鳥取 DMAT 指定病院〕 

（１）「鳥取 DMAT 待機要請書」を確認のうえ、以下の事項について判断 

① 鳥取 DMAT 待機及び派遣の可否 

② 出動までに要する時間（見込み） 

 

【手順４】 〔鳥取 DMAT 指定病院 ⇨ 県保健医療福祉対策本部 (県医療政策課)〕 

 

（１）「DMAT 待機開始報告書」（様式第 1４号）をＦＡＸ送信 

    ※待機又は出動不可の場合は、その旨を記載すること。 

    ※県医療政策課の連絡先は、資料２のとおり。 

（２）併せて、電話により報告 

 

【手順５】 〔県保健医療福祉対策本部 (県医療政策課) ⇨ 県危機管理局 〕 

（１）「DMAT 待機開始報告書」を送付 

（２）併せて、電話により報告 

    ※県危機管理局の連絡先は、資料３のとおり。 

 

【手順６】 〔県保健医療福祉対策本部 (県医療政策課)  

⇨ 待機 DMAT 指定病院、県危機管理局〕 

（１） 待機の必要がなくなったときは、待機要請した DMAT 指定病院に「鳥取 DMAT

待機解除通知書」（様式第 1５号）をＦＡＸ送信 

（２） 県危機管理局に電話で連絡 

（３）災害時医療関係者に状況報告（鳥取 DMAT 関係機関連絡先一覧を活用） 

   ※派遣要請をする場合は、「鳥取 DMAT 待機解除通知書」は不要である。 
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２ 派遣 

   県内大規模災害時においては、鳥取ＤＭＡＴによる医療救護活動の要否判断及び

効率的な鳥取ＤＭＡＴの活用を図る必要があることから、県保健医療福祉対策支部

及び鳥取市医療対策部（県福祉保健局及び鳥取市保健所）等からの情報収集に基づ

き、鳥取ＤＭＡＴの派遣先及び派遣数をＤＭＡＴ県調整本部（県医療政策課）が調整

する。 

   また、県外大規模災害時においても、被災都道府県等からの鳥取ＤＭＡＴの派遣要

請に対応できるよう県医療政策課が調整する。 

 

（１）ＤＭＡＴ派遣要請の手順 

   鳥取ＤＭＡＴ派遣要請の手順   手順書２のとおり 

   注）県内局所集団災害時における派遣要請の手順は別に定める。 

 

（２）関係機関との調整 

  ① 鳥取ＤＭＡＴ派遣に係る関係機関との調整は、原則として県保健医療福祉対策本

部（県医療政策課）が行う。 

  ② 鳥取ＤＭＡＴの補充及び他都道府県への鳥取ＤＭＡＴの応援要請についても、Ｄ

ＭＡＴ活動拠点本部等からの情報収集を基に、原則として県保健医療福祉対策本

部（県医療政策課）が行う。 

  ③ 鳥取ＤＭＡＴ指定病院は、派遣要請に基づき出動した鳥取ＤＭＡＴから活動状況

等の報告を受けたときは、県保健医療福祉対策本部（県医療政策課）に伝達する。 

 

（３） 移動用車両 

  ① 鳥取ＤＭＡＴが移動に際して使用する車両は、原則として自院において調達する。 

  ② 移動に使用する車両等を借り上げにより調達するときは、県保健医療福祉対策本

部（県医療政策課）に連絡し、事前の了承を得ること。 

  ③ 県保健医療福祉対策本部（県医療政策課）は、陸上での移動が適当ではないと認

めるときは、ヘリ等による移動手段を調達するよう努める。 
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手順書２ ＤＭＡＴ派遣要請手順 

 

１ 鳥取 DMAT 派遣要請手順 

  

【災害発生時】 〔県保健医療福祉対策本部（県医療政策課）〕 

（１）県保健医療福祉対策支部及び鳥取市医療対策部等から被災状況の情報を収集 

    ※ 鳥取ＤＭＡＴ派遣要請に当たって、概ね以下の情報が必要 

① 被災地域における被災者数の情報 

② 被災地周辺の道路状況 

③ 被災地域内の災害拠点病院の被害状況 

（２）鳥取 DMAT 派遣が必要と判断した場合は、鳥取 DMAT 指定病院に対し以下の手

順により鳥取 DMAT の派遣を要請 

 

【手順１】 〔県保健医療福祉対策本部（県医療政策課） ⇨ 鳥取 DMAT 指定病院〕 

（１）派遣を要請する鳥取 DMAT 指定病院へ「鳥取 DMAT 派遣要請書」（様式第９号）

をＦＡＸ送信 

    ※鳥取ＤＭＡＴ指定病院の連絡先は、資料１のとおり 

（２）併せて、電話により鳥取 DMAT の出動を要請 

   例：『○○地域で発生した大規模災害に伴い、鳥取 DMAT の派遣を要請します。

概要等は、ＦＡＸ送信した派遣要請書により確認願います。』 

（３）災害時医療関係者に状況報告（鳥取ＤＭＡＴ関係機関連絡先一覧を活用） 

     

【手順２】 〔鳥取 DMAT 指定病院〕 

（１） 「鳥取 DMAT 派遣要請書」を確認のうえ、以下の事項について判断 

① 鳥取 DMAT 派遣の可否 

② 出動までに要する時間（見込み） 

 

【手順３】 〔鳥取 DMAT 指定病院 ⇨ 県保健医療福祉対策本部（県医療政策課）〕 

 

（１）「鳥取 DMAT 派遣報告書」（様式第 1６号）をＦＡＸ送信 

    ※出動不可の場合は、その旨を記載すること 

（２）併せて、電話により報告 

   例１：『鳥取 DMAT の出動を決定したので報告します。 

概要等は、ＦＡＸ送信した派遣報告書により確認願います。』 

   例 2：『鳥取 DMAT が出動できない旨決定したので報告します。 

ＦＡＸ送信した派遣報告書により確認願います。』 

   ※県医療政策課の連絡先は、資料２のとおり 
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【手順４】 〔県保健医療福祉対策本部（県医療政策課）  

⇨ 各鳥取 DMAT 指定病院、県危機管理局、県保健医療福祉対策支部等〕 

（１）鳥取 DMAT 派遣に係る次の事項等を連絡 

  ① 派遣鳥取 DMAT 名及び人数 

  ② 活動の場所 

   ※ 各鳥取ＤＭＡＴ指定病院へは、鳥取ＤＭＡＴ派遣報告書(写し)をＦＡＸ送信 

※ 県危機管理局、県保健医療福祉対策支部及び鳥取市医療対策部への報告は、FAX 送信。 

 

２ ＤＭＡＴの補充及び他都道府県へのＤＭＡＴの応援が必要な場合 

〔県保健医療福祉対策本部（県医療政策課）、DMAT 県調整本部 

⇨ 待機鳥取 DMAT 指定病院、応援県〕 

（１）県保健医療福祉対策支部及び DMAT 活動拠点本部と次の事項を調整 

① 応援 DMAT の出動先、隊員数等 

② 応援 DMAT の活動内容 

（２）県保健医療福祉対策本部は、待機 DMAT 指定病院又は応援県(場合により厚生労

働省)に応援を要請 

  例：『○○地域で発生した大規模災害に伴い、DMAT の出動を要請します。 

概要等は、ＦＡＸ送信した出動要請書により確認願います。』 

   （以下、出動要請を受けた DMAT 指定病院との手順は【手順２】以下のとおり） 

 

３ ヘリ等によるＤＭＡＴ搬送が必要な場合  

〔鳥取 DMAT 指定病院 ⇨ 県保健医療福祉対策本部（医療政策課） 

⇨ 県災害対策本部（県危機管理局）〕 

（１） 当該鳥取 DMAT 指定病院から県保健医療福祉対策本部へ協議 

県災害対策本部において DMAT 搬送手段の確保について調整の上、可否等を連絡。 

  ① 搬送 DMAT の派遣先、隊員数・携行資機材等の確認 

  ② 消防防災ヘリ又は自衛隊、警察等との調整（民間ヘリ、民間固定翼機は除く） 

    注）国から指示がある場合には、これによるものとする。 

      また、危機管理局の調整は、派遣先の場外離着陸場への到着までとする。 

 

４ 鳥取ＤＭＡＴ指定病院が移動用車両を借り上げる場合 

〔鳥取 DMAT 指定病院 ⇒ 県保健医療福祉対策本部（県医療政策課）〕 

（１）当該鳥取 DMAT 指定病院から県保健医療福祉対策本部へ協議 

  ① 借り上げ車両を必要とする理由 

② 移動に使用する車両等の種別 

  ③ 使用する期間及び借り上げに要する費用の見積もり 

（２）県保健医療福祉対策本部において調整の上、可否等を鳥取 DMAT 指定病院へ連絡   
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３ 活動 

  ＤＭＡＴの活動内容は、概ね次のとおりである。 

（１）ＤＭＡＴ活動拠点本部（現地の災害拠点病院等に設置）での活動 

 ① ＤＭＡＴは、ＤＭＡＴ活動拠点本部に到着したときは、次の報告を行う。 

ア）ＤＭＡＴ活動拠点本部に、所属病院名及び隊員数を報告 

イ）所属病院に、ＤＭＡＴ活動拠点本部への到着及び現地災害状況を報告 

  ② ＤＭＡＴは、ＤＭＡＴ活動拠点本部又は統括ＤＭＡＴ登録者の指示に基づき、以

下の（２）～（４）の場所に出動し医療支援活動を行う。 

  ③ 当該ＤＭＡＴが最先着隊のときは、ＤＭＡＴ活動拠点本部の当面の責任者として

次の業務を担当する。 

    なお、統括ＤＭＡＴ登録者が後着したときは、指揮権等を移譲する。 

ア）被災情報の収集、伝達 

イ）各ＤＭＡＴの業務に係る調整（現地活動、域内搬送、病院支援の割り振り等） 

ウ）必要な資機材の調達に係る調整 

エ）県（保健医療福祉対策支部等）、市町村及び関係機関との連絡調整 

オ）後着隊の活動指示及び他医療チーム（医師会・日赤等）との調整 

（２）ＤＭＡＴ・ＳＣＵ本部での活動 

  ① ＤＭＡＴは、出動先に到着したときは、次の報告を行う。 

ア）ＤＭＡＴ・ＳＣＵ本部に、所属病院名及び隊員数を報告 

イ）所属病院に、出動先への到着及び出動先の状況を報告 

  ② ＤＭＡＴは、ＤＭＡＴ・ＳＣＵ本部又は統括ＤＭＡＴ登録者の指示に基づき、医

療支援活動を行う。 

  ③ 当該ＤＭＡＴが最先着隊のときは、ＳＣＵ本部の責任者として次の業務を担当す

る。なお、統括ＤＭＡＴ登録者が後着したときは、指揮権等を移譲する。 

ア）広域医療搬送に係る情報収集 

イ）各ＤＭＡＴの活動調整 

ウ）輸送手段の確保及び機材などの調達に係る調整 

エ）厚生労働省、県等関係機関との連絡調整 

オ）各ＳＣＵ本部との連絡調整 

ウ）後着隊の活動指示及び他医療チーム（医師会・日赤等）との調整 

※ ＳＣＵ（ステージングケアユニット ＝ 航空搬送拠点臨時医療施設） 

   広域医療搬送の拠点として設置され、患者の症状を安定化するとともに、搬送時のトリア

ージを実施するための臨時的な医療施設。 

（３）病院支援での活動 

  ① ＤＭＡＴは、出動先に到着したときは、次の報告を行う。 

ア）応援病院の病院長に、所属病院名及び隊員数を報告 

イ）所属病院に、出動先への到着及び出動先の状況を報告 

  ② ＤＭＡＴは、応援病院の病院長の指示に基づき、医療活動を行う。 
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（４）災害現場での活動 

  ① ＤＭＡＴは、出動先に到着したときは、次の報告を行う。 

ア）現地指揮本部（消防、警察等）に、所属病院名及び隊員数を報告 

イ）統括ＤＭＡＴ登録者に、所属病院名及び隊員数を報告 

ウ）所属病院に、出動先への到着及び出動先の状況を報告 

  ② ＤＭＡＴは、ＤＭＡＴ活動拠点本部又は統括ＤＭＡＴ登録者の指示に基づき、医

療支援活動を行う。 

  ③ 当該災害現場での活動が、ＤＭＡＴ活動拠点本部から離れている場所で行う場合

には、現地指揮本部（消防、警察等）の指揮下で活動することを基本とする。 

    なお、現場最前線での医療活動の実施は、次の要件を備えていること。 

 

＜医療活動上の要件＞ 

① 医療救護活動エリアにおけるトリアージ、応急処置、搬送の需要が充足されて 

いること。 

② 負傷者が次の状態であること。 

 ⅰ クラッシュ症候群が疑われる。 

 ⅱ 救出に時間を要すると見込まれ、意識レベルの低下が著しい。 

 

＜安全上の要件＞ 

① 指揮本部からの要請であること。 

② 現場の安全が確保されていること。 

③ 適切な装備をしていること。 

④ 救出・救助を行う機関の隊員の誘導があること。 

 

（５）その他の事項 

   ＤＭＡＴ隊員が負傷したときは、次によること。 

① ＤＭＡＴ本部、現地指揮本部、統括ＤＭＡＴ登録者、所属病院への連絡。 

② 原則として、当該ＤＭＡＴは活動を中止する。 

③ 隊員への処置を最優先。 
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Ⅳ 県内局所集団災害時における初期対応  

  鳥取県内で局所集団災害（交通災害や爆発、崩壊など限られた範囲で発生した災害を

いう。）が発生した場合には、初動期の迅速な対応が求められることから、出動に関し

以下のとおり特例を設ける。 

なお、県内局所集団災害時には、基本的に各種通信（電話、FAX、メール等）機能や

医療機関における診療機能が十分に活用できることから、こうした機能を活用し情報

を共有しながら医療救護活動を行うことが重要となる。 

 

１ 県内局所集団災害の特徴 

   県内局所集団災害は、限られた範囲で発生した災害であり、次の点で広域災害との

相違がある。 

① 災害現場以外に被害はない。 

② 広域災害時のように、一定の情報収集を経て派遣すべき地域等を選定する必要が

ない分、鳥取ＤＭＡＴの派遣依頼に直ちに応えられる。 

③ 災害現場からの情報提供がないと鳥取ＤＭＡＴ派遣の要否判断が難しい場合が

ある。 

※局所集団災害時における鳥取ＤＭＡＴ派遣については、派遣に要する時間を極力

短縮するよう努めることが重要である。 

 

２ 鳥取ＤＭＡＴの派遣基準（県内局所集団災害の定義） 

県内局所集団災害も踏まえ、鳥取ＤＭＡＴの派遣基準として以下のとおり規定して

いる。したがって、県内局所集団災害の規模等は以下のとおりとする。 

① ２名以上の心肺停止又は２０名以上の傷病者が発生すると見込まれる場合 

② 被災者の救出に時間を要する等、鳥取ＤＭＡＴが対応することで効果があると認

められる場合。 

 

３ 鳥取ＤＭＡＴの派遣方法 

  県内局所集団災害時の迅速な対応を可能とするため、鳥取ＤＭＡＴの派遣方法を以

下のとおり規定している。 

① 知事が、指定病院の長に対して鳥取ＤＭＡＴの派遣を要請する。 

② 鳥取ＤＭＡＴ指定病院の長は、派遣基準に該当すると判断した場合、知事の要請

を待たずに派遣させることができる。 

③ 被災地の消防機関の長は、派遣基準に該当すると判断した場合、鳥取ＤＭＡＴ指

定病院の長に派遣を依頼することができる。 
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４ 災害現場に出動した消防機関等からの派遣要請の依頼 

  県内局所集団災害時において、災害現場に出動した消防機関等からのＤＭＡＴの派

遣要請依頼等の方法については、以下のとおり。 

（１）派遣要請の依頼 

 ① 被災地の消防本部等から、県（医療政策課等）へ派遣要請を依頼する。 

 ② 県は、できる限り速やかに鳥取ＤＭＡＴ派遣要請書（様式第７号）を鳥取ＤＭＡ 

Ｔ指定病院へ送信する。 

   ③ 県は、鳥取県内の局所集団災害に係る初期対応における鳥取ＤＭＡＴの派遣を要 

請するときの目安として、被災地域に応じて別表１により鳥取ＤＭＡＴ指定病院 

を選定する。ただし、災害の規模や内容により、派遣要請する鳥取ＤＭＡＴ指定

病院が複数となる場合や被災地域の区分を超えて要請する場合がある。 

 

別表１ 県内局所集団災害時の初期対応に係る鳥取ＤＭＡＴ出動要請病院 

被災地域 県から初期対応を要請する鳥取 DMAT 指定病院 

東部地域 県立中央病院 

鳥取赤十字病院 

中部地域 県立厚生病院 

西部地域 鳥取大学医学部附属病院 

 

注１）本表は、局所集団災害時において、県が派遣要請する鳥取ＤＭＡＴを選定するための

参考である。 

注２）県は、この病院に連絡し派遣に係る調整を依頼するものとする。 

 

（２）移動用車両の考え方 

   県内局所集団災害時における初期対応の際の鳥取ＤＭＡＴの移動用車両の確保に

関しては、以下のとおりとする。 

① 鳥取ＤＭＡＴが移動に際して使用する車両は、原則として自院において調達する。 

② 移動に使用する車両等を借り上げにより調達するときは、県（医療政策課）に事

前に連絡すること。 

③ 鳥取ＤＭＡＴ指定病院において車両が調達できない場合で、各消防機関で調整を

行うことにより準備が可能な場合は、消防機関の車両による鳥取ＤＭＡＴ搬送の

支援も可能とする。なお、その際は県（医療政策課）に事前に連絡すること。 
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５ 出動 

  県内局所集団災害時のＤＭＡＴ派遣方法は、以下のとおり。 

 

（１）局所集団災害時におけるＤＭＡＴ派遣要請の手順 

   手順書３あるいは手順書４のとおり 

    注）上記に該当しない場合は、手順書２によること。 

 

（２）関係機関との調整 

  ア）鳥取ＤＭＡＴ派遣に係る関係機関との調整は、原則として、県（医療政策課）が

行う。 

  イ）鳥取ＤＭＡＴ指定病院は、派遣要請に基づき出動した鳥取ＤＭＡＴから、活動状

況等の報告を受けたときは、県（医療政策課）に伝達する。 

 

（３）その他 

   初期対応において派遣する鳥取ＤＭＡＴは、いち早く現場に急行することを第一

優先とし、携行品は必要最小限として差し支えない。 
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手順書３ ＤＭＡＴ派遣要請手順（特例：消防機関判断）【県内局所集団災害時の特例】 

 

 

 

 

     

【手順１】 〔被災地の消防機関 ⇨ 鳥取 DMAT 指定病院〕 

（１）地域に応じ、別表１に記載された鳥取 DMAT 指定病院へ「鳥取 DMAT 派遣要請

書」（様式第１０号）をＦＡＸ送信。 

（２）併せて、電話により鳥取 DMAT の派遣を要請。 

   例：『○○地内で局所集団災害が発生しました。鳥取 DMAT の派遣を要請します。概

要等は、ＦＡＸ送信した内容により確認願います。なお、出動の可否について折

り返し連絡願います。また、可能な場合は、鳥取 DMAT 派遣報告書を県に送信

してください。』 

※ 鳥取ＤＭＡＴ指定病院の連絡先は、資料１のとおり 

（３）消防機関等は、県（医療政策課）に連絡。 

 

【手順２】 〔鳥取 DMAT 指定病院（別表１の病院）〕 

（１）派遣要請を受けた病院において、「鳥取 DMAT 派遣要請書」等を確認のうえ、以

下の事項について判断し、消防機関へ出動可否を連絡。 

①DMAT 出動の可否 

②出動までに要する時間（見込み） 

③移動用車両の確保 

（２）出動可、又は不可の場合は、【手順４】に進む。 

 

【手順３】 〔被災地の消防機関 ⇨ 県（医療政策課）〕 

（１）県（医療政策課）へ「鳥取 DMAT 派遣要請に係る報告書兼承認依頼書」 

（様式第１１号）をＦＡＸ送信 

（２）併せて、電話により、鳥取 DMAT に関する情報提供を行う。 

   例：『○○地内で局所集団災害が発生し、消防機関から鳥取 DMAT 指定病院へ派遣要

請を行いましたので報告します。また、派遣について承認をお願いします』 

 

【手順４】 〔鳥取 DMAT 指定病院 ⇨ 県（医療政策課）〕 

（１）「鳥取 DMAT 派遣報告書」（様式第 1６号）をＦＡＸ送信 

※「出動日時」には「出動可能見込み時刻」を記載すること。 

   ※移動用車両を借り上げにより調達するときは、「移動方法」にその旨記載すること。 

（２）併せて、電話により報告 

   例：『鳥取 DMAT の出動を決定したので報告します。概要等はＦＡＸ送信した出動報

告書により確認願います。（なお、移動方法は○○○を使います。）』 

   ※県医療政策課の連絡先は、資料２のとおり 

 県内局所集団災害時には、基本的に各種通信（電話、FAX、メール等）機能や医療機関における

診療機能が十分に活用できることから、以下の手順により、情報を共有しながら医療救護活動を行

うこととする。 
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【手順５】 〔県（医療政策課） ⇨ 被災地の消防機関〕 

（１）被災地消防機関等へ「鳥取 DMAT 派遣承認通知書」(様式第 1２号)をＦＡＸ送信 

（２）併せて、電話により鳥取 DMAT 派遣承認に関する通知を行う。 

  例：『○○地内で局所集団災害が発生し、鳥取 DMAT 派遣要請の報告がありました

件について承認しましたので通知します。』 

 

※消防機関、鳥取ＤＭＡＴ指定病院の連絡先は、資料１、３のとおり 

 

 

手順書４  ＤＭＡＴ派遣要請手順（特例：鳥取ＤＭＡＴ指定病院判断） 

【県内局所集団災害時の特例】 

 

 

 

 

     

【手順１】 〔鳥取 DMAT 指定病院〕 

（１）知事からの派遣要請前に、派遣基準に該当する災害が発生したと判断した場合は、

鳥取 DMAT を派遣する。 

 

【手順２】 〔鳥取 DMAT 指定病院 ⇨ 県（医療政策課）〕 

（１）県（医療政策課）へ「鳥取 DMAT 自主派遣報告書兼承認依頼書」（様式第 1７号）

をＦＡＸ送信 

（２）併せて、電話により鳥取 DMAT に関する情報提供を行う。 

  例：『○○地内で局所集団災害が発生し、当院から鳥取 DMAT を自主派遣しました

ので報告します。また、派遣について承認をお願いします』 

 

 

【手順３】 〔県（医療政策課） ⇨ 鳥取 DMAT 指定病院〕 

（１）鳥取 DMAT 指定病院へ「鳥取 DMAT 自主派遣承認通知書」（様式第 1８号）を

ＦＡＸ送信 

（２）併せて、電話により、鳥取 DMAT 派遣承認に関する通知を行う。 

  例：『○○地内で局所集団災害が発生し、鳥取 DMAT 自主派遣の報告がありました

件について承認しましたので通知します。』 

 

※消防機関、鳥取ＤＭＡＴ指定病院の連絡先は、資料１、３のとおり 

  

 県内局所集団災害時には、基本的に各種通信（電話、FAX、メール等）機能や医療機関における

診療機能が十分に活用できることから、以下の手順により情報を共有しながら医療救護活動を行う

こととする。 
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Ⅴ 鳥取ＤＭＡＴ派遣に関する流れ 

 

鳥取ＤＭＡＴの派遣に関する流れについて

原 則

災害発生災害発生

①

鳥取県

待機・派遣要請の判断

情報

ＤＭＡＴ指定病院

鳥取ＤＭＡＴの待機
待機要請

②

待機の報告
③

鳥取ＤＭＡＴの派遣

派遣要請
④

⑤
派遣の報告

災害現場等
での活動

鳥取ＤＭＡＴの帰院

派 遣
⑥

帰院報告の受理 活動報告
⑦

区分 番号 実施主体 内容

情報提供 ① 消防局、感知など 災害等の発生を知った消防局などは、医療政策課に情報提供する。

待機要請 ② 医療政策課 災害等の発生の情報を得た医療政策課は、派遣基準に該当する可能性があ
る場合は、電話によりＤＭＡＴの待機を要請する。

DMAT指定病院 待機要請を受けた指定病院の長は、所属するＤＭＡＴを待機させる。

待機の報告 ③ DMAT指定病院 指定病院の長は、待機の開始又は待機できないことを医療政策課に電話によ
り報告する。

派遣要請 ④ 医療政策課 災害等の発生の情報を得た医療政策課は、派遣基準に該当すると認めたとき
は、電話によりＤＭＡＴの派遣を要請する。

派遣の報告 ⑤ DMAT指定病院 指定病院の長は、派遣の決定又は派遣できないことを医療政策課に電話によ
り報告する。

派遣 ⑥ DMAT指定病院 派遣要請を受けた指定病院の長は、所属するＤＭＡＴを派遣する。

活動の報告 ⑦ DMAT指定病院 出動したＤＭＡＴは活動終了後、指定病院の長を通じて報告書を医療政策課に
提出する。

衛星携帯電話 090-5267-2492

固定電話 0857-26-7188

ＦＡＸ 0857-21-3048

電子メール
iryouseisaku@pref.tottori.jp

連絡先

 
 

 



 20

 



 21

 

 



 22

 

 

Ⅵ 鳥取ＤＭＡＴ出動フロー図 

 

  １－（１）県外大規模災害発生時 ＜本県に影響のない場合＞ 

 

  １－（２）県外大規模災害発生時 ＜近隣大規模災害の場合＞ 

 

  ２—（１）県内災害発生時    ＜大規模災害の場合＞ 

 

２－（２）県内災害発生時    ＜県内局所集団災害の場合＞ 
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フロー図１ 

【１ 県外大規模災害発生時（１）本県に影響のない場合 】 

項目 被災都道府県 

又は国 

県 

（危機管理局） 

県 

（医療政策課） 

DMAT 指定病院 

 

関係機関 

 

 

    

 

 

凡例         ＦＡＸ・電話 

           電話 

           メール 

様式 9 

様式 15 

様式 13 

EMIS により災害を確認 

県外大規模 

災害発生 

覚知 

派遣要請 

 

出動 

自動待機 職員配備 待機 

待機要請 

情報提供（消防機関、保健所、県、DMAT 指定病院、県医師会、日赤） 

待機解除 

派遣要請 

様式 14 

待機開始報告 

（出動不可の
場合も報告） 

情報提供（消防機関、保健所、県、DMAT 指定病院、県医師会、日赤） 

（出動可能ＤＭＡＴ指定病院へ） 

情報提供（消防機関、保健所、県、DMAT 指定病院、県医師会、日赤） 

様式 16 
派遣報告 

様式 16写 日赤県支部 

県医師会 

派遣状況等

連絡 

※EMIS 等により、待機解除となった場合 

報告 

情報提供 
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フロー図２ 

【１ 県外大規模災害発生時（２）近隣大規模災害の場合（本県にも影響ある場合）】 

項目 被災都道府県 

又は国 

県 

（危機管理局） 

県 

（医療政策課） 

DMAT 指定病院 

 

関係機関 

 

 

    

 

 

様式９ 

様式 15 

様式 13 

県外大規模 

災害発生 

覚知 

派遣要請 

 

出動 

自動待機 職員配備 待機 

待機要請 

情報提供（消防機関、保健所、県、DMAT 指定病院、県医師会、日赤） 

待機解除 

派遣要請 

待機開始報告 

（出動不可の
場合も報告） 

情報提供（消防機関保健所、県、DMAT 指定病院、県医師会、日赤） 

（出動可能ＤＭＡＴ指定病院へ） 

情報提供（消防機関、保健所、県、DMAT 指定病院、県医師会、日赤） 

様式 16 
派遣報告 

様式 16写 
日赤県支部 

県医師会 
派遣状況等

連絡 

※EMIS 等により、待機解除となった場合 

報告 

EMIS により県、ＤＭＡＴ指定病院で災害を確認又は体感等により、全機関で災害を確認 

各病院で診療可

否状況、出動可

能性等を確認 

様式 14 

凡例         ＦＡＸ・電話 

           電話 

           メール 
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フロー図３ 

【２ 県内災害発生時（１）大規模災害の場合】 

項目 県災対本部 DMAT 指定病院 

 

関係機関 

(危機管理局) 医療救護対策本部

（医療政策課） 

 

 

 

 

  

 

 

※待機が必要なくなったとき 

様式 16写 

 

様式 16写 

様式 16 

様式９ 

大規模災害発生 

様式 14 

様式 13 

体感等により全機関が災害を確認、又は EMIS 等により県、DMAT 指定病院が災害を確認 覚知 

派遣要請 

派遣報告 

派遣状況等

連絡 

日赤県支部 

県医師会 

出動 

情報提供（消防機関、保健所、県、DMAT 指定病院、県医師会、日赤） 

自動待機 職員配備 待機 

待機要請 

情報提供（消防機関、保健所、県、DMAT 指定病院、県医師会、日赤） 

待機報告 

（出動不可の
場合も報告） 

市町村災害対策本部

等関係機関 

各病院で診療可

否状況、出動可

能性等を確認 

職員配備 

※ 以下は、各ＤＭＡＴ指定病院の診療可否状況等も勘案した上でＤＭＡ
Ｔが出動可能な場合のフロー 

被災状況の情報収集 

（出動可能ＤＭＡＴ指定病院へ） 

様式 15 
待機解除 

情報提供（消防機関、保健所、県、DMAT 指定病院、県医師会、日赤） 

報告 

派遣状況等

連絡 

凡例         ＦＡＸ・電話 

           電話 

           メール 
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フロー図４ 

【２ 県内災害発生時（２）県内局所集団災害の場合】 

項目 被災地の 

消防機関等 

県 

(危機管理局) 

県 

（医療政策課） 

DMAT 指定病院 関係機関 

 

 

    

 

 

様式 16 

様式９ 

※特例の場合 様式 10 

県内局所

集団災害

発生 

DMAT 
派遣要請 

連絡（時間外
は宿日直者） 

派遣要請 

派遣報告 

（出動不可報告） 

派遣調整 

派遣報告 

※出動不可の場合 

日赤県支部 

県医師会 

出動 

派遣状況等連絡 

情報提供（消防機関、保健所、県、DMAT 指定病院、県医師会、日赤） 

様式 16写 

※要綱第第７条(1)､(4)の場合 
（・2名以上の心肺停止または 20名以上の傷病者の発生が見込まれる場合） 
（・被災者の救出に時間を要する等ＤＭＡＴが対応することで効果が見込まれる場合） 

 

連絡 連絡 

様式 16 

様式 12 

凡例         ＦＡＸ・電話 

           電話 

           メール 
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鳥取ＤＭＡＴ関係機関連絡先一覧 

資料１ 

（１）鳥取ＤＭＡＴ指定病院一覧 

病 院 名 代表電話番号 
ＤＭＡＴ要請時 

衛星携帯電話 
電話番号 ＦＡＸ番号 

県立中央病院 0857-26-2271 
0857-26-2271 

(内線:2266) 
0857-29-3227 

090-9063-1913(固定) 

080-1933-2084(可搬) 

鳥取赤十字病院 0857-24-8111 0857-24-8111 0857-22-7903 090-4573-6800(固定) 

県立厚生病院 0858-22-8181 
0858-22-8181 

0858-22-1350 
090-4575-9078(固定) 

5230-180(防災無線) 090-6846-7785(可搬) 

鳥取大学医学部 

附属病院 
0859-33-1111 0859-38-6698 0859-38-6900 

090-5266-6806(固定) 

080-1939-3143(可搬) 

 

資料２ 

（１）県(平常時) 

機 関 名 時間帯 電話番号 ＦＡＸ番号 備考 

鳥取県危機管理局 

危機管理政策課 

平 日 0857-26-7064 0857-26-8137 危機管理政策課長席 

時間外 0857-26-7064 0857-26-8137 当直室へ転送 

鳥取県福祉保健部 

医療政策課 

平 日 0857-26-7188 0857-21-3048 医療政策課長席 

時間外 080-1914-3157 ―  

鳥取市保健所 
平 日 0857-22-5163 0857-22-5669  

時間外 080-1633-4050 ― ※0857-22-8111(代表) 

中部福祉保健局 
平 日 0858-23-3140 0858-23-4803  

時間外 080-1922-9319 ―  

西部福祉保健局 
平 日 0859-31-9306 0859-34-1392  

時間外 090-5690-9038 ―  

 

（２）県（災害対策本部設置時） 

機 関 名 区分 電話番号 ＦＡＸ番号 備考 

県災害対策本部 
電  話 0857-26-7878 0857-26-8137 

 
防災無線 5200-110 ― 

県保健医療福祉対策本部 

(医療政策課内) 

電  話 0857-26-7188 0857-21-3048 
 

衛星携帯電話 090-5267-2492 ― 

消防防災航空センター 
電  話 

0857-38-8126 

(090-3370-2511） 

0857-38-8127 

(090-3370-6664) 

(  )内は

時間外連

絡先 防災無線 5500-60 5500-19 
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機 関 名 区分 電話番号 ＦＡＸ番号 備考 

鳥取市医療対策部 

(鳥取市保健所) 

電  話 0857-22-5668 0857-22-5669 
 

衛星携帯電話 090-7999-4201 ― 

中部保健医療福祉対策支部

（中部福祉保健局） 

電  話 0858-23-3121 0858-23-4803 
 

衛星携帯電話 090-7999-4203 ― 

西部保健医療福祉対策支部 

（西部福祉保健局） 

電  話 0859-31-9306 0859-34-1392 
 

衛星携帯電話 090-7999-4205 ― 

 

資料３ 

   消防機関等一覧（２） 

機関名 
電話番号 

防災無線(衛星系) 

ＦＡＸ番号 

防災無線 
所轄市町村 

東部広域行政管理組

合消防局 

0857-23-2301 0857-26-9406 鳥取市､岩美町､智頭町 

若桜町､八頭町 5510-260 5510-19 

中部ふるさと広域連

合消防局 

0858-26-2123 0858-26-7186 倉吉市､湯梨浜町､ 

三朝町､北栄町､琴浦町 5520-60 5520-19 

西部広域行政管理組

合消防局 

0859-35-1962 0859-35-1964 
米子市､境港市､日吉津村

大山町､南部町､伯耆町､ 

日南町､日野町､江府町 5530-11 5530-19 

 

資料４  

医療関係機関一覧 

機関名 区分 電話番号 ＦＡＸ番号 

日本赤十字社 

鳥取県支部 

電話 0857-26-8367 0857-29-3090 

時間外連絡先 090-7998-9372 ― 

公益社団法人 

鳥取県医師会 

電話 0857-27-5566 0857-29-1578 

衛星携帯 090-9504-3822 ― 

一般社団法人 

鳥取県東部医師会 

電話 0857-32-7000 0857-22-2754 

衛星携帯電話 090-9063-4299 ― 

公益社団法人 

鳥取県中部医師会 

電話 0858-23-1321 0858-23-1323 

衛星携帯電話 090-9063-0875 ― 

公益社団法人 

鳥取県西部医師会 

電話 0859-34-6251 0859-34-6252 

衛星携帯電話 090-9506-8063 ― 
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